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市川 市川 華華
か え

衣衣 さんさん

　今回は、町民有志による「劇団
C
カ ラ ー ズ
olors」を立ち上げ、3 月に旗

揚げ公演を成功させた市川華衣さ
んにお話をお聞きしました。

人生の転機は社会人留学人生の転機は社会人留学

　横浜で生まれ育ち、東京の大学
に進学し、そして就職しました。
その後、北海道へ移ってから数年
後に会社を辞め、イギリスのブラ
イトンに２年間留学しました。
　留学先では、英語を母国語とし
ない人たちが通う語学学校に通
い、ホテルのレストランなどでア
ルバイトをして生活をしていまし
た。学校もアルバイト先も、様々
な国の人たちがいて、生活や考え
方が多様な人たちと過ごす中で、
日本人である自分がとても自然に
過ごすことができた2年間でした。
　留学から戻り、結婚して当別で
暮らすようになりました。当別で
生活をしながら、何か自分にでき
ることは無いかと考えたとき、英
語を教えてみようと思い立ち、英
語教室を開いている知人からメ
ソッドを紹介してもらい、5 年前
に教室を開きました。

今後やりたいことは今後やりたいことは

自己表現の場として自己表現の場として

　英語と演劇も根底は自己表現で
あると思います。英語教室でもク
リスマス時期には子どもたちと英
語劇をやったりしていました。
　以前、コンテンポラリーダンス
を習っていて、発表の機会があっ
たのですが、その舞台が、映像を
入れたり、俳優さんを入れてセリ
フを入れたり、幅広く取り入れた
スタイルでした。始めはピース
だったシーンに音楽や照明など、
いろいろなものが加わって、一つ
の作品ができあがる経験がとても
楽しく、いつの日か、自分でステー
ジを作り上げてみたいと思うよう
になりました。

　劇団を始めようと思ったのは 2
年前から、実際に今回の公演の準
備を始めたのは 1 年前からです。
コンセプトは、「未完成でも良い
ので、今自分にできることをもっ
て舞台に立って輝いてみる。」
　そこに至るまでに、いろんな環
境の人が集まって一つの物を作
る、その過程の中で、自分はこれ

劇団を立ち上げて劇団を立ち上げて

でもいいのかな、ちょっとやって
みようかな、そんな過程を踏ん
で、ステージに立ってみる、そう
いった経験ができる場所にしたい
です。これは演者だけでなく、裏
方のスタッフもそうです。そして、
その輝きを出すことで、見ている
人にも、「あぁ、これでもいいんだ」
と、背中を押してあげたいです。

　１つ目は、こちらは現在進行中
ですが、スウェーデン王国レクサ
ンド市と演劇を通じた交流をやり
たいです。
　２つ目は、町内のダンスのサー
クルや音楽をやっている方々など
に舞台の中に入ってもらって、コ
ラボレーションして作品を作りあ
げていきたいです。

未完成でもいい、未完成でもいい、
舞台に立って輝いてみる！舞台に立って輝いてみる！

5/28（土）13:30 ～ 15:30
白樺コミュニティーセンター

参加費：500 円
対象：小学 5 年生以上
申し込みは右の
LINE の QR から→

か えか え
劇団劇団 CC

カ ラ ー ズカ ラ ー ズ

olorsolors 主宰主宰

ここに書ききれなかったエピソードは、
当別町ホームページ内に新設した

「現在を活きる＋
プラス

」でご覧ください。

旗揚げ公演に向けて、町内
各所で練習を重ねました。

劇団 Colors
表現ワークショップ


